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問題

環境問題の一つに地球温暖化防止がある。地球

温暖化防止京都会議(1997)にて、気候変動枠組条

約京都議定書（以後、京都議定書）の採択がおこ

なわれた。京都議定書において地球温暖化防止の

ために削減を求められた温室効果ガスのひとつ

が二酸化炭素である。日本は国会において2012

年までに温室効果ガスを1990年の排出量と比較

してマイナス６％の量に抑える京都議定書に批

准した。そこで、京都議定書で温室効果ガス排出

量としてカウントされないバイオ燃料の導入が

計られ、2007年４月２７日に「バイオガソリン（バ

イオエタノール換算３％）」の試験販売が始まっ

た。

バイオ燃料が自動車用燃料に使われる理由は、

環境省エコ燃料利用推進会議(2005)によると、

「日本の石油エネルギーの5割は乗用車やトラッ

クなどの運輸部門で消費している。また、運輸部

門のエネルギーのほとんどが石油燃料に頼って

いる。」とある。自動車燃料の脱石油が求められ

ている。

バイオ燃料とは、広義では植物や動物を原料に

発酵または精製を行うことにより、石油燃料の代

替物として使えるようにしたものを指す。種類は、

トウモロコシやサトウキビといったエネルギー

作物をエタノール発酵させたバイオエタノール、

廃油をエステル化させたバイオディーゼﾉレフュ

ーエル（ＢＤＦ）などがある。現状は、アメリカ

ではトウモロコシ、ブラジルではサトウキビを原

料としたバイオエタノールの生産量が多い。その

多くは自国で消費されている。ブラジルはガソリ

ンの半額程度の価格で販売されているとの報道

がある。バイオ燃料の長所は、温室効果ガスの排

出を押さえられる。また、廃食用油や廃棄物を素

材とするものはリサイクルになる。化石燃料の輸

入量の多い国では、化石燃料の代替物を自国生産

が可能となる。短所として、トウモロコシなど人

間や家畜の食料と重複する素材が使われ､食料問

題となる。

バイオ燃料について先行研究をみると、市民の

意識に耳を傾けたものがみあたらなかった。本研

究ではブログを分析することによって市民の意

見に注目する。

ブログとは、ＩＴ用語辞典によると「Web日記

は独自の進化を遂げ、それまでの個人サイトでも

ない、紙の日記でもない新しいメディアとして台

頭した。そうした新しい形式の日記風サイトを指

す言葉として「Web」と「Log」（日誌)を一語に綴

った「weblog」（ウェブログ)という言葉が誕生し

た。現在では略して「blog」（ブログ)と呼ばれる

ことが多い。」となっている。ブログの特徴は、

私生活の出来事を書く日記や、世相や時事問題、

専門的話題に関しての独自の情報や見解を掲載

するというものがある。記入者の率直な感想や意

見が書かれている。ブログにはこのような特徴が

あるので、バイオ燃料についても率直な意見が示

されていると考える。

ブログにおける環境問題の議論は、「環境問題」

をGooglブログ検索で検索すると、404,524件

（2008/05/09検索）となった。書かれている内容

を関連性が高いもの上位からみると「里山のカエ

ルの環境」、「環境省に積極性を求める」衆議院

議員のページ、「ＩＳＯ１４００１」など多岐に

わたっている。同様にバイオ燃料をみると、「バ

イオ燃料」を検索すると、４１，５１８件（2008/０５/０９

検索）となった。環境問題の検索結果と比較する

と約１割とまだ少数であることが読み取れる。と

はいえ、記入内容の分析をするには十分な書き込

み量であると考える。
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分析方法は自然言語解析技術の１つテキスト

マイニングを使用する。

テキストマイニングとは、ConsumerGenerated

Media分析（消費者生成メディア分析）に代表さ

れる自然言語解析技術の一つである。ＩＴ情報マネ

ジメント用語辞典によると、「形式化されていな

いテキストデータ（通常の自然文）を単語などに

分割し、その出現頻度や相関関係などをデータマ

イニングの手法を使って解析することで、一定の

知見や発想を得るテキストデータ分析手法の総

称」となっている。

テキストマイニングの仕組みは、日本語の場合

は文章上で言葉間の区切り位置が明確ではない

ため区切り位置の解明を最初に行う。言葉の語形

変化を直し、言葉レベルに直したデータから、共

起や係り受けの結果を集計出力し、言葉と言葉の

つながり関係から文章全体でどの様な単語が潜

在的に重要かを読み解いていく。

テキストマイニングは大量の文章の特徴、とく

に形式的特徴を比較的短時間に量的に分析して

くれるという特長をもつ。

目的

バイオ燃料に対する一般市民の意識は、それを

書いているブログに反映されていると考え３つ

の目的を設定した。１つめは．バイオ燃料または

バイオエタノールなどの言葉が検索できるブロ

グで、どのように論じられているかを明らかにす

る。２つめは、「バイオガソリン」が首都圏５０

店舗において試験販売が開始された2007年４月以

降の言説と、2007年３月以前の言説を比較し試験

販売前後の言説の変化を明らかにする。３つめは、

時系列にみると話題の盛衰がある、その理由を明

らかにする。

方法

バイオ燃料について論じている日本語ブログ

を分析対象とした。検索語は「バイオ燃料」「バ

イオエタノール」「バイオディーゼル」「バイオ

ガソリン」とした。それぞれの検索語で、「Google

ブログ検索」により検索した。検索期間は、２０００
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年１月１日～2008年３月３１日とした。検索結果とし

て約８万件のブログを確認し、検索結果を各月ご

とに等間にサンプリングし1,335件のデータを作

成した。

1,335件のテキストをExcelにて目視でスパム

ブログ（意味を成さないブログ）と重複検索を除

き、改行区切りのブログには句点と句読点をいれ

1,179件のデータを作成した。1,179件を有効テキ

ストとし、分析対象とした。有効テキストの期間

は、2006年４月１日～2008年３月３１日となった。

TextMiningStudiover3､０１にて「ディーゼ

ル」「ターボ」「エンジン」などと分かれてしま

った言葉を「デイーゼルターボエンジン」とまと

める作業や、「ＣＯ２」「ＣＯ２」「二酸化炭素」

「温室効果ガス」「温暖化ガス」を「ＣＯ２」に

類義語としてまとめる作業をおこなった。

結果

分析はTextMiningStudiover3､０１を用いた。

全体分析

基本情報（表1.）は、テキスト数(サンプル数）

は1,179件、平均行長(平均サンプル長)は420.7

文字､総文数は19,778文､平均文長は25.1文字、

述べ言葉数は、153,735単語となった。１テキス

トあたり言葉数は130.4単語であり、１文あたり

の言葉数は7.8単語となった。

表1.基本情報

ｻﾝプﾙ数
平均サンプル長(文字数）
総文数
平均文長(文字数）
延べ単語数
茎語等

1,179（テキスト数）
420.7(文字/テキスト数）

19,778（文）
２５．１(文字/総文鋤

153,735（単語）
31.027（単語）

述べ言葉数の単語頻度解析（表2.）は、最多は

「バイオエタノール」で1,827回、延べ言葉数の

1.2％となった。次いで「作る」（1,567回，１．０％)、

「バイオ燃料」（1,389回，０．９％)、「利用」（1,202

回，０．８％)、「上がる」（1,084回，０．７％）となっ

た。
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自然環鰐

話題分析で係り受け関係を図にする（図1.）と

11のブロックに分けられた。係り受け言葉数のつ

ながり大きな順にみると､最も大きなブロックは

「利用」を主な掛かり先とし、係り元に「バイオ

エタノール」「バイオ燃料」「バイオディーゼル」

を含んだ。次いで「ＣＯ２」を掛かり元とし、「吸

収」や「植物」「排出」「削減」を掛かり先とす

るブロック、「バイオガソリン｣を掛かり元とし、

「試験販売」「始まる」「販売」を係り先とした

ブロックとなった。４番目に係り受け頻度分析で

1位と１０位の「自然環境」を掛かり元とし、「や

さしい」「良い」を係り先としたブロックがみら

れた。同じく4位で「影響」を掛かり元とし、「出

る」「与える」を係り先としたブロックとなって

いた。
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言葉の出現テキスト数の単語頻度解析（表3.）

では、「作る」を使ったテキストが633件で最多

となった。次いで「バイオエタノール」（631件）

「バイオ燃料」（582件）と検索語が上位となっ

た。上位10位までの言葉を述べ単語数と比較する

と、「自然環境」が10位以内に入り「ＣＯ２」が

10位から外れた。それ以外は、順位に変動がある

ものの共通した言葉となった。

表4．全体係り受け頻度解析（総分数）［上位20］

一
作

頂位、り元迅豆語 係り先単語
やさしい

メ

表2.延べ言葉数(言葉総数153,735単語中）

631

582

567

456

429

412

404

373

表3.言葉の出現テキスト数

(1,179テキストで言及された数中）

２ＣＯ２ 吸収
３バイオ燃料利用
４燃料利用
５バイオエタノール利用
６ＣＯ２ 排出
７作る利用
８ＣＯ２ 削減
８人いる

１０自然環境良い
１１バイオディーゼル利用
１２バイオ燃料普及
１２車走る
１４バイオガソリン販売
１４原料利用
１４植物吸収
１７化石燃料利用
18影響与える
１８森林伐採

－２４－

１０自然環境 336

生致
６３３

２バイオエタノール

3バイオ燃料
4利用
5原料
6燃料
７上がる

８トウモロコシ

９日本

係り受け分析は、総文数19,778文を基に分析

された。

係り受け頻度解析（表4.）は、「自然環境→や

さしい」が149回で最多となった。次いで「ＣＯ

２→吸収」（109回)、「バイオ燃料→利用」（９８

回)となった。

上位に「ＣＯ２」を含む係り受けが３組、「利

用」を含む係り受けが７組となっている。検索語

の「バイオ燃料」、「バイオエタノール」「バイ

オディーゼル」「バイオガソリン」を含む係り受

けもあった。
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図1.話題分析（係り受け関係）

共起分析はテキスト数１，１７９行を基に分析さ

れた。

話題分析で共起関係を分析した（図2.）。分析

結果は、３ブロックに分けられた。最も大きなク

ラスタは「バイオエタノール」「作る」「ＣＯ２」

が中心となり、「吸収」「京都議定書」と共起し

つながっていた。また、このブロックには「地球

温暖化対策」や「バイオガソリン」「ＣＯ２排出

量」なども共起していた。次いで「小麦粉・価格．

上がる」、「自然環境．やさしい」となった。

ﾄウモロコシ

始まる

自然環境 ＣＯ２排出儲

図2．話題分析（共起関係）

係り受け分析と比較すると、係り受け分析で発

生した「自然環境．やさしい」以外は言葉が多く
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の組み合わせで使われているテキストが多いこ

とがわかった。

注目語分析とは注目語と共起関係をもつ言葉

を図にする分析である。テキスト数を元に分析さ

れる。

注目語分析（図3.）では、「自然環境」（言葉

の出現テキスト数336件,１０位）を注目語とした。

共起関係は「やさしい」が131件で最も多く、次

いで「メリット」が23件で他の言葉は20件以下と、

大きく２群に分かれた。共起した言葉の間に共起

関係がなかった。信頼度80、共起数15回以上の設

定では「バイオ燃料」や「バイオエタノール」と

共起していなかった。

皿聖砿
函也

一ウＪ錘

ﾒリット

テレヒ

自"､、

図3．注目語分析「自然環境」

バイオガソリン発売前後分析

「バイオガソリン」が発売された2008年４月を

境とし、その前後にテキストを分割し分析する。

話題分析で06年度(n=100）（図4.）と07年度

(､=1,079）（図5.）のテキストの言葉の共起関係

を図式化した。
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図４．０６年度の話題分析（共起関係）

図５．０７年度の話題分析（共起関係）

２年度とも大きくは３ブロックに分けら、全体

と各年度は類似した構造となった。０６年度は０７

年度に比べはテキスト量が少ないため言葉の量

が少なかったが、「バイオガソリン販売開始」前

後でテキスト内容構造の相違は少なかった。

各ブロックをみると、最も大きなブロックは

「バイオエタノール」「作る」を中心に「ＣＯ２」

や、０６年度は「原料」０７年度は「トウモロコシ」

「サトウキビ」がつながっていた。次いで「自然

環境.やさしい」となった。第３のブロックは０６

年度が「利用。企業」、０７年度は「上がる．価格」

と異なっていた。

図６．０６年度の注目語分析「自然環境」

図７．０７年度の注目語分析「自然環境」

「自然環境」を注目語として注目語分析をした。

０６年度（図6.）の特徴は「自然環境．やさしい」

の間に「天ぷら油」や「リサイクル」「デイーゼ

ル車」「デイーゼル」「利用できる」が入った。

天ぷら油のリサイクルは自然環境にやさしいと

いうテキストがみられた。

０７年度（図7.）は全体と同傾向で、「自然環境」

と「やさいい」の間につながる言葉はみられなか

った。また、「バイオ燃料」や「バイオディーゼ

ル」といった言葉との共起関係が上位に上がって

いない。

この１年でバイオ燃料の理解が変ったといえ

る。
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時系列分析

時系列分析を行い話題の盛衰をみた。2007年４

月と１１月にテキストの出現数が増える（図１０.）

現象を月別に分析する。分析にあたりサンプリン

グ結果（図11.）から重複を解除した合計データ

も同傾向であることを確認した。
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図９．０７年度の注目語分析「廃天ぷら油」

図１０．Googleブログ検索による検索結果の

時系列推移（2008/05/11取得）

０６年度に挙げられた「天ぷら油のリサイクルを

象徴する言葉の「廃天ぷら油」に注目し、「廃天

ぷら油」を注目語にした注目語分析をおこなった

（図８．図9.）。

「廃天ぷら油」と共起する言葉が06年度は「家

庭」であることに対し、０７年度は「食堂」「飲食

店｣があげられていた。これは06年度の意識は｢家

庭からリサイクルする」という“自発的な”テキ

ストであったものが、０７年度には「飲食店や食堂

がリサイクルする」といった“他人まかせな”内

容のテキストとなっていた。

全体としては類似した傾向の06年度と07年度

であったが、細部においては変化がみられた。

各月の話題分析を通してみると、話題のブロッ

クが「ＣＯ２」「自然環境」「作物」「バイオ

燃料」「その他」「上がる」の６項目に大きく分

類されることがわかった。０７年３月から０８年

３月までの各月の出現言葉数を簡易的な図表（図

12.）にし、テキスト量の変化とテキスト内容の

図１１．分析データの時系列推移(検索語別）
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ていることが明らかにできた。

（２）バイオ燃料への期待の変化

ブログにみられた市民の意見は、地球環境保

護・地球温暖化防止・CO2削減のためにバイオ燃

料の導入という政府の計画と目的から大きく外

れた方向に展開していた。その傾向は時期が経過

するにつれますます強まっていった。

「バイオガソリン」発売前後からは、バイオ燃

料の問題点が社会的に明らかになるにつれその

イメージは悪化した。

①地域限定的な試験販売では販売店が少数であ

ったため、実際の利用者が少なかった。試験販売

以降のブログが他人事な記述に終ったのはその

為であろう。

②バイオ燃料の生産が食品の価格上昇を招いた

ことはブログでも議論されてくるようになった。

バイオ燃料の問題点が明らかになると共に善玉

イメージから悪玉イメージへの変化が確認でき

た。

このデータを取り終わった現在、期待はますま

す落胆に変わっている。これは、原油価格の高騰

が沈静化して、高騰期の支出負担感が消失したた

めである。

③当初は市民参加的な言説であった廃天ぷら油

のリサイクルの話題は、後に他人まかせな姿勢へ

変化したことを確認できた。

時系列分析からは、後半の時期に起きたガソリ

ン価格の高騰とは関連付けて論じられなかった。

かえって食品の値上がりと結びついたネガティ

ブな問題として語られたことが明らかになった。

（３）分析ツールとしてのテキストマイニング

多数の実験データの自由記述を客観的かつ数

量として扱えるため、心理学的研究に有効である。

言葉の量と言葉のつながりの量を視覚に訴え

る形で出力される特長がある。テキストマイニン

グは意味を検討した結果の出力がない。そのため

分析者の分析対象に対する姿勢と力量を問われ

る。分析内容に熟知している人とテキストマイニ

ングソフトの操作に熟知している人のチームに

よる分析が理想であると考えられる。

（４）本研究の限界と課題

過去にさかのぼってデータを収集したため、情

－２８－

図12．各月のことばネットワーク

（共起：１文単位)比較

考察

（１）分析から全体的に明らかになったこと

全体分析からバイオ燃料についてのブログは

製造過程と流通問題についての内容がおおく、自

然環境問題に関連付けて記述しているブログが

少なかったのは意外な事実であった。技術的、流

通的な問題の論評と環境問題の記述とが禿離し

変化を追った。

バイオガソリン試験発売を機に０７年４月は

「ＣＯ２」と「バイオ燃料」でテキストが盛り

上がった。５月には「作物」と「(物価が)上がる」

話に進み、６月には「ＣＯ２」と「作物」の話題

が廃れ、下降傾向に入ったとみられる。

０７年１１月に「自然環境」と「作物」のテキ

スト数が上昇をはじめる。０７年１２月は「自然
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暖房需要期の原油高による石油製品の高騰と合

わせるように食品の値上がりが進んだ時期に、バ

イオ燃料が食品価格上昇を招いた話題でテキス

ト数が上り。２月には収束傾向に入った。
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報発信に対する最初のブログではなく、最後に参

照された最新のブログが元データとなった。その

ため、情報発信とのタイムラグが大きかったと考

える。時代に沿ったリアルな情報を得るためには、

ブログを記載された当日に収集する必要を感じ

た。また当日に収集することにより参照の多かっ

たメディアの記事についても検証でき、重複して

存在するブログ記事をそのままデータとして扱

うことが可能である。

テキストマイニングの特徴として、分析データ

の「言葉」と「言葉のつながり」の数量を出力す

る。この特徴を生かすには、同程度の量の分析デ

ータを複数セット準備し同じ基準でテキストマ

イニングをおこない結果の相違点に焦点を当て

るべきであると考える。本分析においては、１つ

の分析データを元にテキストマイニングを行っ

たため、分析結果の比較対象がなく、結果が暖昧

になった。また、２年次の比較分析では、０６年

度と０７年度の分析データ量は100件と1,000件

とlo倍の開きがあり同一の分析条件では比較で

きなかったため、データ量にあわせた分析条件で

結果を出力し比較した。そのため、特徴のみられ

た言葉についても06年度では１桁のデータであ

ったものもあった。

課題は、複数のデータを扱うこと、日々データ

収集を行うことである。

（５）マスコミ報道とブログの語りとの関係

本論文で課題とした「バイオ燃料」についての

ブログの語りは、市民活動の報告や日常の実践体

験を元にした語りに比べ政治・産業的話題の語り

が多くを占めた。そのため、メディア報道の感想

や報道のコピーペーストが多くあった。しかし、

その情報源といえる報道の分析を今回は行って

いないため、どの程度の語りがメディア報道由来

かは明らかになってない。メディア報道もブログ

分析と同様にテキストマイニングを用いて分析

をおこなうことが可能である。その結果をブログ

分析と比較することにより、ブログで使用された

言葉の変化やブログの記載内容の変化の元とな

ったメディア報道を明らかにできるのではない

かと考える。Ｄ４ＤＲのセミナーによると「商品

やニュースの検証材料として使われているプロ

マクロ・カウンセリング研究第７巻（2008）

グやネット掲示板・商品評価サイトの分析であ

る。」（Ｄ４ＤＲ,2008b)とあるが、逆にブログ分

析を主とすることにより、市民の意見や考えの変

化の元となった報道を探すことが可能である。
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